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講時 単位数 1

履修に当たっ
ての注意・助言

/準備学習

　演習ですので、受講生の能動性を期待します。ただし、卒論のテーマ決定のヒントにも、授業中の課題に関し
ても、必ず図書館の利用は頻繁にしてください。授業の8回目は前期のAになるか、後期のBになるかは日程次
第です。
 基礎ゼミⅠの時とは異なり、より専門的な学習が必要になるので、心理学系の英諸論文をよもうとする姿勢、仮
説検証モデルの予習などは意識してください。

講義計画

　心理学の初歩を学習すると、イメージと違ったと失望する心理学徒は少なくありません。この時間はアカデミッ
クな観点から考えた個性の心理学を中心に学びます。産業心理学における適性論やカウンセリング心理学や臨床心
理学のヒントになれば幸いです。前期は、パーソナリティの分野でも、どちらかといえば、モデル理論をはじめと
した基礎論を考察したいと思います。あくまで予定ですが
第1・2回：文献（主に学術書や論文）からの情報収集
第3・4回：研究テーマの決定初期段階
第5・6回：決定テーマについての情報収集
第7・8回：研究モデルの青写真を設定する

テキスト 特に指定しません。

参考書 その都度、紹介します。

目的と概要
心理学の初歩の多くは、人間の最大公約数に関連するテーマからスタートします。２年次配当のこの科目、こ
のクラスでは、同一状況における行動の個人差について学びます。

成績評価法
授業中の課題(発表内容や質疑応答などで60％）や提出課題（レポートなどで40％）などによって、総合的に評
価します。

開期 前期 水曜日2限

授業テーマ 人間行動の一般的法則から個人差（個性）の心理学を学ぶ。

科目名 基礎ゼミナールⅡA

担当教員 小西　宏幸

配当 人社2
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